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1. 第吉 晶 成 長 ここ お Cナ る )ヾ タ - ニノ形 成
雪の成長形のシミュレーション




集件の変化に対応 して成長形が変わることを議論 している｡ しか しながら､ 一












本研究の目的は､① と②の過程を通 じ､僅かな成長条件 (過飽和度､水分子
の拡散係数､結晶サイズ)の違いに応 じて､千差万別のパターンが形成されて
いく仕組みを議論することにある｡具体例として､ 円形の初期結晶から出発 し
てフアセットが発達 し､更に樹枝状結晶へと成長 していく様子を取 り上げる｡












依存性は､図 1で示され8=0 0､±60 0､士120 0､180 0でβ (8,g,)=
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ることができる｡ i)フアセッ トが発達 しないカイネディック･ラフニングの状態
(図2､ 図3)｡ 7)多面体を形成 し､その後､多面体を維持したまま成長する





0図2 (a)円形初期結晶の半径 rc=1 -3cm､拡散係数D=40cm2/S(空気
圧 500Paに対応)､遠方の過飽和度 q∞=15%｡ プリズム面










U,)の異方性(図 1)に依存する｡即ち､表面過飽和度U,が大きいほど､ β 8(図














0(a)円形初期結晶の半径 rc=10-5cm､ D=0･2cm2/S(空気圧 latm
に対応)､ q∞=15%｡ カイネディック ･ラフニングの状駄 内
側より､o･1,2,3･4,5･6･7,8,9,10×10-2 S後の形｡


































図7 (a)rc=10-3cm､ D=0･2cm2/S､ o･∞=80%｡ 内側より､0,
6.3,12.6,18.9,26,41,56,71,86,101,116,131s後の形｡
(b)26Sのプリズム面に沿った表面過飽和度の分布｡ また Osで△=
0.6｡
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